
＜社会科＞  

学ぶ楽しさ・自己の高まりを実感できる社会科学習の在り方 

～自己調整しながら、主体的に学び合う授業を目指して～   
 

           揖斐川町立大和小学校 教諭 栗田 実紀  

     

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

（１）校内の研究主題から 

 本校では、「自己調整しながら主体的に学ぶ子

の育成～算数科を通して自立・協働できる子を育

てる～」という研究主題に沿って、算数科の研究

を進めている。本校が算数科の研究を始めて４年、

私自身本校に赴任して３年目の今年、研究主題の

キーワードである「自己調整」について深く考え

る年になった。「自己調整」とは、自分の学びを

自分で選択することを繰り返して、自分に合った

学びのスタイルを確立していくことである。現在、

「個別最適な学び」を実現するために、重要な要

素として注目されている。このように、算数科に

おいて、「自己調整しながら主体的に学ぶ」こと

を目指している中、「社会科での自己調整とは一

体何だろう」という１つの疑問が湧いてきた。社

会科でも自己調整をすることで自分の学びのスタ

イルを見つけられるのではないかと考え、自分に

合った学び方をしてほしいと思った。そこで、自

己調整しながら主体的に学び合う社会科の授業を

目指して、本研究を行った。 

 

（２）児童の実態から 

 本校は全学年単学級であり、中でも５年生は男

子９名、女子２名、計１１名という少人数集団で

ある。４月当初、授業の様子から、教科によって

意欲の差が大きいと感じた。特に社会科の授業で

はノート記述や挙手発言が少なく、社会科に苦手

意識をもっている児童が多いことが分かった。 

 そこで５年生１１名を対象に、５つの設問につ

いてアンケートを実施したところ、以下のような

結果であった。＜表１＞◎が「そう思う」、〇が

「どちらともいえない」、△が「そう思わない」

という３段階での回答とした。 

  ◎（人） 〇（人） △（人） 

１ 
社会科の学習は好きで

すか。 
４ ４ ３ 

２ 
社会科の学習に興味は

ありますか。 
３ ３ ５ 

３ 
資料の読み取りは得意

ですか。 
２ ７ ２ 

４ 
社会科の学習は将来役

に立つと思いますか。 
６ ３ ２ 

５ 
今年１年で社会科の力

を伸ばしたいと思って

いますか。 

６ ５ ０ 

 

＜表１＞社会科学習アンケート結果 

５年生実施（１１名）R５．４実施 

 

結果から、「社会科の学習が好きだ」と答える

児童は半数以下であった。この結果から、２つの

課題が明らかになった。１つ目は、社会科の学習

に興味をもっている児童が少なく、学ぶ楽しさを

十分に感じていないことである。２つ目は、社会

科の学習において重要である、資料の読み取りを

 

現在、個別最適な学びを実現することが推進されているが、そのために注目されているのが自己調

整学習である。自己調整学習とは、自分の学びを自分で選択することを繰り返して、自分に合った学

びのスタイルを確立していくことである。本研究は、「動機づけ」「学習方略」「メタ認知」という

自己調整学習の３つの要素を社会科の授業に取り入れた実践である。自己調整を続けていくことで、

児童が「楽しい！」「できる！」と感じ、主体的に学び合う授業ができるのではないかと考えた。そ

のために導入で動機づけをし、終末までその意識を継続させるための単元構成を考えた。また、展開

では社会科の見方・考え方を身に付け、自分の学びやすい方法で個人追究を進めるための工夫を行っ

た。終末では自己の高まりを実感するための振り返りの場を設定した。このように、自己調整学習を

続けていくことにより、自分に自信がつき、楽しみながら前向きに授業に取り組むことができるよう

になった。また、そのように主体的に学ぶことで確かな学力の定着にもつながった。 

 

  

 

概  要 



苦手としている児童が多いことである。 

そこで、資料の読み取り方・自分に合った学び

のスタイルが分かれば、「できる」という実感が

湧き、自己の高まりを感じられるようになるので

はないかと考えた。また、児童に社会科の楽しさ

を何とか感じてほしいという思いで、以下の仮説

を立てた。 

 

２ 研究仮説 

 

３ 研究内容 

【研究内容１】単元構成の工夫 

（１）動機づけを行うための導入の在り方 

（２）地域につながる終末の在り方 

【研究内容２】見方・考え方を育てる学習活動 

（１）読み取り方の例示 

（２）ノート作りの工夫 

【研究内容３】指導・評価の工夫 

（１）単元における振り返り 

 

４ 研究実践 

 アンケートの回答や４月当初の授業態度などか

ら A 児を抽出児とし、以下のような捉えから実践

を行い、方途の有効性について検証していく。 

A 児の実態 A 児に願う姿 

・社会科の学習を好き

ではないし、興味を

もてていない。 

・「社会は暗記する」

科目だと思ってい

る。 

・根拠を明らかにする

のではなく、思いつ

きや想像で話すこと

が多い。 

・社会科への関心を高

め、主体的に学習す

る姿。 

・資料を正しく読み取

り、事実を明確にし

て考える姿。 

・学んだことをもとに、

社会とのつながりを

考える姿。 

 

【研究内容１】単元構成の工夫 

（１）動機づけを行うための導入の在り方 

 自己調整学習の要素の１つに、動機づけがある。

動機づけとは、学習への興味を喚起することであ

り、「内発的動機づけ」と「外発的動機づけ」の

２種類がある。この「内発的動機づけ」は、授業

の導入で高められると考えた。「おもしろそう」

「やってみたい」と児童が思うことができれば、

４５分間の授業を意欲的に行うことができる。主

体的に学び合う授業にするためには、まず児童が

教材に興味をもち、「学びたい」という意欲をも

つことが重要である。そこで以下の実践を行った。 

 

［実践例１］「低い土地のくらし」 

 「低い土地のくらし」の学習では、岐阜県海津

市を取り上げている。本校の児童は、海津市を訪

れたことのない児童が多いため、この地域の特徴

である「３つの川に挟まれていること」「土地が

低いこと」といった２点を実感するには、教科書

の資料だけでは難しいと感じた。 

 まずは写真から分かる特徴を見つけ、ノートに

書き出すよう指示した。「３つの川に挟まれてい

ること」は写真から分かったが、「土地が低いこ

と」については実感していない様子だった。NHK 

for schoolを利用し視覚に訴えることで、土地の

高低差を深めることができた。遠くの地域の教材

でも児童が身近に感じ、さらに驚きや興味をもっ

て追究できた。 

 

［実践例２］ 「自動車をつくる工業」 

 「自動車をつくる工業」の学習では、企業の力

を借りた。自動車は、バスや電車が整備されてい

ない揖斐川町で、移動するために最も便利な手段

である。児童にとっては身近なものであるため、

はじめは自動車工業への興味が薄かった。そこで、

日産の「日産キッズアドベンチャー」というホー

ムページにある「車ができるまで」という動画を

単元の第１時に視聴した。視聴した理由は２つあ

る。１つ目は、この単元でどのようなことを学ん

でいくのかという見通しをもつためである。２つ

目は、自動車工業について少しでも興味をもてる

ようにするためである。実際に車が作られるとこ

ろを見たことのなかった児童は５分間とても集中

して見ることができた。その後、学習を進めてい

くうちに、「１番初めに見たところだ！」「実は

○○な工夫がされていたんだね。」といった声が

あがった。第１時の学習が、単元を通して生きて

いることを実感した。 

 ２つの実践から、視聴覚教材を目的をもって、

適切なタイミングで活用することの重要性を改め

て感じた。 

 

（２）地域につながる終末の在り方 

 次に導入で、児童の「おもしろそう」「やって

みたい」という気持ちを引き出してから、授業の

終末まで興味をもち続けていくための方途を考え

た。 

まず、学んだことを単なる知識とするのではな

く、自分事として捉えられるようにしたいと思っ

社会科の自己調整学習を工夫することによ

り、学ぶ楽しさや自己の高まりを実感でき、

主体的に学ぶ児童が育つであろう。 



た。そこで、「遠くの地域の教材から学んだこと

は、私達が住む地域でも同じであるのか」という

ことを実証することにした。 

 

［実践例３］ 「米づくりのさかんな地域」 

「米づくりのさかんな地域」の学習では、山形

県にある庄内平野を取り上げている。庄内平野で

は、米の生産性を高めるために、耕地整理を行っ

ている。教材研究を進めていくうちに、揖斐川町

大和地区でも行われていたことが分かった。そこ

で、終末において、大和地区の昔と現在の様子を

比べる活動を仕組んだ。＜図１＞ 

 

＜図１＞ 昔と現在の本校の周辺の様子 

 

 写真中央に見えるのが本校である。自分たちの

通う学校を見つけ、その周辺の様子を比較するこ

とで、児童は生産性を高める工夫はどの地域でも

行われていると知り、新たな学びを得たことで、

より意欲的に授業に取り組むことができた。 

A 児の本時のまとめを見ると、「米の生産性を

高めるための工夫は、庄内平野だけではなく、ど

こでも行われている」ということに気付くことが

できていることが分かる。 

 

［実践例４］ 「水産業のさかんな地域」 

「水産業のさかんな地域」の学習では、岐阜県

に海がないということから、特に自分事として考

えにくい部分があった。しかし、養殖漁業や栽培

漁業が現在はさかんに行われていることを学び、

「これなら海の近くじゃなくてもできそう」とい

うつぶやきがあった。このつぶやきから、私たち

には関係ないと考えるのではなく、自分事として

捉える姿が感じられた。実際、揖斐川町の隣の池

田町にある池田温泉では、とらふぐと車えびの養

殖漁業が行われている。現地で写真を撮らせても

らったことがあったので、授業の終末に紹介した。

実際に養殖している方が、「将来、スーパーの広

告に岐阜県産のふぐやえびが登場することが今の

夢！」と話していたことを伝えると、「ぼくそれ

買う！」といった声があがった。揖斐川町でも購

入できることを知り、水産業を身近に感じること

で、学びが自分事になり、社会生活や日常生活に

生かされていくと実感した。 

 

【研究内容２】見方・考え方を育てる学習活動 

（１）読み取り方の例示 

 自己調整学習の２つ目の要素に「学習方略」が

挙げられる。「学習方略」とは、効果的に学習す

るための方法や工夫のことである。内発的動機づ

けをした後、さらに主体的に学びに向かうために、

次に学習方略に注目した。 

社会科学習の中心である児童の見方・考え方が

最も発揮される場は、個人追究である。毎時間７

分個人追究をする時間をとっているが、読み取り

方や読み取りの視点が分からなければ、意欲の低

下につながる。また、読み取り方が分からなけれ

ば、自己調整しながら学ぶこともできない。そこ

で、読み取り方の定着を図るため、＜図２＞を提

示した。 

 

＜図２＞読み取り達人 

 

読み取り方を３段階で示した。はじめは「①は

っきり」ができることを目標にした。資料を１つ

ずつ見ていくことで、その資料から分かる事実を

明確に読み取るようにした。また、注目するとよ

いところを大きく４つの視点として示すことで、

資料のどこに注目すればよいかが分かるようにな

った。 

 回数を重ねることで自信をつけていくと、「②

つなげる」「③くらべる」という見方ができるよ

うになった。「②つなげる」では、ノートに線を

引き、２つの資料から分かることを導き出せるよ

うになった。「③くらべる」では、ノートを見返

して、前回までの授業と比べながら、資料を読み

取ることができるようになった。＜写真１＞ 

単に資料の読み取りができるようになっただけ

でなく、新たなことを知ったり考えたりする楽し

さや、学ぶ価値を実感できた。内発的動機づけが

より強固なものになり、社会の授業により前向き

  

1970 年の本校     現在の本校 

［A 児のまとめ］ 

米の生産性を高めるために、機械を使った 

り水を調節したりすることは、どこの地域で

もやっている。機械や水路など昔にはない工

夫をして米作りをしてきた。 

 



に取り組むことができるようになった。 

＜写真１＞ 視点から広げていく板書 

 

（２）ノート作りの工夫 

学習方略の２つ目として、ノートの書き方に注

目した。５年生の５月頃から、社会科でのノート

の使い方を変更し、１時間で見開き１ページ（左

右ではなく上下見開き）を使うようにした。黒板

に掲示した資料と同様のプリントをノートに貼

り、その下に自分が読み取った事実やその事実か

ら考えたことを記入するようにした。＜写真２＞

すると、２つのことで効果が見られた。 

 

＜写真２＞児童のノート 

 

１つ目は、児童自身の思考の流れを止めないこ

とである。本校では、どの教科でも統一して、全

体交流の際に出た仲間の意見を「友マーク」とい

う記号を使い、ノートに残している。そのため、

自分の意見と仲間の意見がつながるように残して

いくことができ、さらに深い考えをもつことがで

きるようになった。 

 ２つ目は、自己調整しながら学びやすいことで

ある。自己調整学習の３つ目の要素に、「メタ認

知」が挙げられる。「メタ認知」とは、自分自身

を客観視して分析することである。 

そこで、自分自身の学び方をコントロールし、

学びやすいように学習を進め、より主体的に学ぶ

姿を目指した。 

資料を横に並べ、思考を縦につなげることで、

資料①から必ず順番に読み取らなければならない

という思いが軽減した。読み取る順番が変わって

も、後から資料①に戻って書くことが容易になっ

たからである。 

メタ認知ができるようになると、自分に合った

学びのスタイルを見つけ、確立していくことがで

きる。メタ認知は大きく２つの段階に分けられる。 

社会科の学習を進めていくうちに、「ぼくは帯

グラフや円グラフなどのグラフから変化を読み取

ることが得意！」「私は写真から特徴を見たり、

お話から読み取ったりすることからやりたい。」

など、自分の得意な学び方を見つけて、自身をモ

ニタリングしながら、自分の学びやすいように学

び方をコントロールする姿が身に付いた。A 児の

資料の読み取り方は、次のように変化した。 

 

A 児の変化 

・資料①から読み取ろうとし、分からないと手が

止まってしまっていた。 

↓ 

・棒グラフや折れ線グラフから読み取る時には、

特に変化が大きいところに丸や矢印などをつ

けるようになった。 

↓ 

・「どんどん増えている。」という曖昧な記述か

ら、「1965年から 2018年にかけて○○万台増

えている。」など具体的な数値を示して書くよ

うになった。 

↓ 

・資料を見て、自分の読み取りやすい順番で書き

始め、矢印で資料をつなげるようになった。 

 

A 児は毎時間、自己調整学習を積み重ね、確実

に資料から事実を読み取る力をつけた。また、他

の児童も、同様に学習を積み重ねていくうちに、

自分自身をモニタリングし、コントロールするこ

とができるようになった。 

 

【研究内容３】指導・評価の工夫 

（１）単元における振り返り 

 

 

 

【時代】の視点から比べている。

事実だけでなく、その事実から考

えられる意見が出た。また、資料

①と資料②を【つなげる】読み取

りができた。 

①資料 

 ↓ 

②読み取ったこ

とや自分の考え 

 ↓ 

③友マーク 

・モニタリング 

→自分自身を客観的に観察して課題を認識

する。 

・コントロール 

→課題を自覚したり、行動を改善しようとし

たりする。 

 



 まとめの他に、振り返りを書く時間を毎時間と

ることはできないので、単元終末に単元全体の振

り返りを行ってきた。振り返りでは、分かったこ

となどの知識だけでなく、自己調整学習を通して

培った「自己の高まり」まで考えられるようにし

たいという願いをもった。また、振り返りを書き

やすいようにするために、岐阜県小学校社会科研

究部の主題「よりよい社会の実現を目指す子が育

つ社会科学習」を参考に、振り返りの視点を考え

た。児童が自分と社会のつながりを感じながら問

題を解決していく中で、これからの社会への関わ

り方や自らの生き方を考えていけることを目指し

た。 

そのために以下のような①～④の視点を示し、

それぞれの視点に沿って記述していくよう児童に

指導した。 

 

 

ここで、A 児の単元の振り返りを取り上げる。 

A 児の振り返り 

「自動車をつくる工業」 

①外国にも工場を建てて、現地生産をすること

で、日本は余分なお金を払わなくても済むし、

外国は日本の技術をまねできることが分かっ

た。 

②これから先、どんな車を作ろうとしているのか

知りたい。 

③（なし） 

④資料をくわしく読み取ることができるように

なったし、まとめを自分の言葉で書けるように

なった。 

 

この振り返りから、A 児は現地生産について、

日本だけでなく、相手国の立場にも立って、両方

の視点で考えることができ、「②つなげる」「③

くらべる」という社会的な見方・考え方が身に付

いていることが分かる。また、近年環境や人に優

しい車が開発されていることを知り、今後の開発

に興味をもつことができた。「③自分にできるこ

と」については書けてはいなかったが、A 児と話

していくうちに「ぼくは将来、燃料電池自動車や

電気自動車に乗りたい」などと、自分にできるこ

とを社会情勢とつなげて、考えることができてい

た。また、自己の高まりについても、自覚がある

ようで、すらすら書くことができた。 

 A 児以外にも、４つの視点を示して、振り返り

を書くことを続けていくことで、岐阜県小学校社

会科研究部が大切にしている「自分と社会とのつ

ながり」について書く児童が増えた。また、日々

の授業では、なかなか自己の高まりを実感しにく

いが、単元を終えて自分のノートを振り返り、学

びの跡を辿ることで、自分が成長していることを

実感することができた。 

他の児童の振り返り 

「これからの食料生産とわたしたち」 

①食料自給率を高めるために、各地で地産地消の

取り組みが進められていることが分かった。 

③食料自給率が低くなっていることを初めて知

って、やばいと思った。これからできるだけ国

産の物を食べていきたい。 

④４年生の時よりも、ノートに読み取ったことを

すらすら書けるようになったし、よく発表でき

るようになったので続けていきたい。 

  

５ 成果と課題 

＜単元テストの結果から＞ 

 ５年生１学期の観点別到達率・総得点到達率と、

２学期の結果を比べた。＜表２＞ 

①５年生全体 

 

１学期 

知識・技能 思考・判断・

表現 

合計 

８６％ ８５％ ８５％ 

↓ 

 

２学期 

知識・技能 思考・判断・

表現 

合計 

９０％ ９１％ ９１％ 

 

②抽出児 A 児 

 

１学期 

知識・技能 思考・判断・

表現 

合計 

８３％ ９３％ ８８％ 

↓ 

 

２学期 

知識・技能 思考・判断・

表現 

合計 

９３％ ９３％ ９３％ 

＜表２＞観点別到達率・総得点到達率 

＜振り返りの視点＞ 

①分かった内容・知識 

 

②さらに知りたいこと 

 

③自分にできること 

 

④この単元でできるようになったこと 

知識・技能

の定着 

学びを広げる 

自分事として捉える 

社会とつながる 

自己の高まりを自覚 



 以上の結果のように、学ぶ楽しさや自己の高ま

りを実感できる授業を目指し、自己調整学習を続

けてきた結果、知識の定着や学力の向上にもつな

がった。５年生全体の結果を見ると、総得点到達

率は、６％上がっている。また、A 児は知識・技

能の面において、１０％上がっている。１学期は

学級平均に届いていなかったが、２学期の単元テ

ストには全国平均と比較して、高い点数がとれる

ようになった。個人追究に自信がつき、主体的に

学びに向かうことができるようになり、上記の結

果につながった。 

 

＜アンケートの結果から＞ 

 主体的に学び合う授業を目指していたので、ア

ンケート項目の設問２に注目した。 

２ 
社会科の学習に興味

はありますか。 
３ ３ ５ 

↓ 

２ 
社会科の学習に興味

はありますか。 
６ ４ １ 

 ４月は、社会科の学習に興味がなく、苦手意識

をもっている児童が全体的に多かった。様々な実

践をし、１０月にもう一度同じアンケートをした

結果、「◎＝そう思う」と答えた児童は６人、「〇

＝どちらともいえない」と答えた児童は４人に増

加した。 

 A児は、４月は設問１も設問２も△と答えてい

たが、１０月にはどちらも◎と答えている。自己

調整学習により、自分の学びのスタイルを見つけ

学び進めていくことで、自分は「できる」と思え

るようになった。社会科への興味関心が以前より

高まったことが分かる。 

 

 上記２つの結果を踏まえて、各研究内容につい

て成果と課題を次のようにまとめた。 

○授業の終末において、本時学んだことを自分達

の地域につなげることで、学びが自分事となり、

導入で感じた「おもしろそう」「やってみたい」

という意識をもち続けることができた。 

〇読み取り方の例示をしたことで、資料をつなげ

たり比べたりできるようになり、社会科の見方

・考え方を育てることができた。 

○学習方略を工夫したことで、自分の得意な資料

から読み取ったり、印をつけながら読み進めた

りするなど、自己調整しながら主体的に学ぶ姿

が増加した。 

○単元における振り返りを毎単元積み重ねていく

ことは、自己調整学習で培った自己の高まりを

実感し、自ら社会に関わろうとする児童の育成

に有効であった。 

●地域の様子や社会情勢は常に変化している。今

後も、児童が興味をもったり、イメージしやす

いようにしたりするための教材を模索し、開発

していく必要がある。 

●読み取り方の例は、今の児童の実態に合わせて

作ってあるため、「①はっきり」「②つなげる」

「③くらべる」の３段階を常に見直し、レベル

アップさせていく必要がある。 

 

６ おわりに 

 最近、授業が始まる前には「やったー！今日社

会の授業がある！」、授業が終わった時には「な

んか４５分があっという間だった！」という発言

が聞こえてくる。４月、何とか社会科を学ぶ楽し

さを感じてもらいたいという思いから、様々な実

践に取り組んできたが、児童が楽しそうに興味を

もって、授業に取り組む姿を見ることが何よりう

れしいし、実践の成果であるように感じる。A 児

の保護者からは、個人懇談の際に「５年生になっ

てから、社会のテストを見せるだけじゃなくて、

見せながらいろいろ説明してくれるんですよ。な

んだか楽しいみたいです。」という話をしていた

だいた。今後も、学ぶ楽しさや自己の高まりを実

感するために、自己調整学習について実践を進め

ていきたい。 
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